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心
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山
も
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も

ふ
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き
谷
川
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大和國 長谷寺

〒633-0112　 奈 良 県 桜 井 市 初 瀬731- Ｉ

ＴＥＬ.0744(47)7001　　_.__..._　　
…………__　

http:// ｗｗｗ.hasede ｒａ.０ｒjp : 長谷寺
‥..
）鰐 氏

各種 祈祷､ 先 祖 供養 等 承っております｡ 詳しくは上 記電 話番 り‘までご連 絡ください。
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縁
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長

谷

寺

は

、
山

号

を

豊

山

と

号

し

、
朱

島

元

年
（
六（

六
年
）、

道

明

上

人

が

天

武

天

皇

の

た

め

に

「
銅

板

法

華

説

相

図

」

を

初

瀬

山

西

の
岡

に

安

置

し

た

こ

と

に

は

じ

ま

り

、
の

ち

神

亀

四

年
（
七
二
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年
）
、
徳

道

上

人

が

聖

武

天

皇

の
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願

に
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世

音
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岡

に
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徳

道

上
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音
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仰
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、

西

国
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十
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所

観

音

霊

場
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開

か

れ
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大

徳

と

し

て

知

ら

れ

、
長

谷

寺

は
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と
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呼
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れ

る
ゆ

え

ん

で
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谷

詣
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谷

信

仰
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谷
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、
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あ

っ

め
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ま

す

。
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事
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1 月2

月 �

本 尊 開 帳 法 要（ほんぞんかいちようほうよう） �１月１日

�仁王会（にんのうえ） �１月１日～7日

�修正会（しゅしようえ） �１月１日～7日

�仏名会（ぶつふようえ） �1月８日～10 日

�星まつり（ほしまっり） �1月28 日～2月３日

�節分会(せつふんえ)大黒天祭(だいこく７んさい)�2月３日

�修二会（しゅにえ） �2月８日～14 日

�だだおし法要（だだぉし･iぅょぅ） �2月１４日

�三社権現綱懸祭（さんしやごんけんつなかけさい）�2月上旬(旧1 月11 日)

3月 �

常 楽 会 （しようらくえ） �3月１５日

�彼岸会（ひかんぇ） �春彼岸

�弘法大師正御影供(こうはうだいししようみえく)�3月21 日

4月 �

釈 尊 降 誕 会（しやくモんごうたんえ） �4月８日

�ぼたんまつり �4月中旬～5月上旬

�春季特別寺宝展（しゅんきとくべつじほうてん）�4月中旬～5月上旬

5月 �専 誉 僧 正 恩 徳 会 （せんによそうしようおんどくえ） �5月５日

6月 �
弘 法 大 師 誕 生 会 （こうほうたいしたんじようえ） �6月１５日

�興教大師誕生会（こうぎようだいしたんじようえ）�6月１７日

7 月 �愛 宕 社 祭 礼（あたごしやお れヽい） �7月24 日

8 月 �孟蘭盆会( うらぼんぇ) �8月13 日～15 日

9 月 �彼岸会（・ヵiんぇ） �秋彼岸

10月�

もみじまつり �10月中旬～12 月上旬

�秋季特別寺宝展（しゅうきとくべつじほうてん）�10月中句～12 月上旬

�与喜天満宮祭礼(よきてんまんぐうさいれい) �10月第3日曜日

12月�

成 道 会（Uようどうえ） �12月８日

�陀羅尼会(たらにぇ) �12月１２日

�本尊閉帳法要（ほんぞんへいちようほうよう） �12月31 日

�観音万燈会(かん･んれどうぇ) �12月31 日～1月１日

ん

ぞ

ん

本
尊

＊一般に公開されていない行事もあります。＊行事の日程などは変更になる場合もあります，

じ
ゅ
う
い
ら
め
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ぜ
お
ん
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十

一
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観

世

音

菩

薩

近
江
国
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楠
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造
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た
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全
国
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る
長
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根
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像
で
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御
身
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余
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、右
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磐
石

）
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に
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つ
独

特

な

お

姿
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し

て

い
ま

す

。
こ

れ

は

観

音

様

の

特

別

な

お

徳

を

表

し

、
人

々

の

願

い
に

対

す

る

慈
悲
の
深
さ
を
示
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
御
像

は
天

文
七
年

二

五
三
八
年
）
東
大
寺
仏
生
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実
清
良
学
の
作
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伝

え

ら

れ
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両
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に

は
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だ
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ゅ
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ぉ
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う
ほ
う
ど
ぅ
じ

難
陀
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王
と
雨
宝
童
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仕
え
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／
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銅
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一
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立
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／
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倉
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宋
版
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皿 Ｕ 吟 醸
参 拝 時 間

8:30 ～17:00(4 月 ～9 月)9:00

～17:00(1 明 ～11月､3月)9:00

～16:30(12 月 ～2 月)

※ばたんまつり期間等時間延長あり

ム ノ

豊臣秀長公供養塔

夕

さくら

濃

[奥の則

ブ

脊

恚
　

１
　
　
　
し

ｔ

ﾋﾞｭ

ﾒ??ﾆ

ﾄ う
溥4

案1 柱

蓮華谷

師堂

白心寮

ノ

一
切

経

蔵

暑

磁

回 ）

天 皇 陛 下 御 手 植 松

稲 荷 社j…………1

｜

IX

嶮

◇･１

岫

金蓮院

つ慈眼院

梅心院

昭和寮 ．

歓喜院

ブ] ∇=-J･.･.　

,

長谷寺御詠歌碑

近鉄長谷寺駅

０ 仁 王 門

≒　

”

白山権現

月輪院

Ｓ

-

紀霖之故里の梅

不動堂

普門院

徳
道
上
人

御
廟
塔

だｔ
晶

………………万稲荷社

三社権現（瀧蔵三社）i｡

………:
…………
…
能満

･４･

ｆ

定家塚．．f

川

十 両喜天満神社

＠ 宗 宝 蔵

しゅうほうぞう

長谷寺六坊の一つ､清浄院跡地に建つ。

春と秋に開扉して長谷寺に伝わる国宝・
重要文化財等の宝物公開を行っている。

L● 万 葉1

こもりくの はつj

隠 國 乃 洽

曝 句　を

花の寺

目 歌 詞
人はいさ

膠 句　硝

我もけさ主な参拝ルート

ゆ･－一一開山堂経由(約30分)
＠-○-＠-＠-６-ａ-＠母 ＠-＠

争-- 一奥の院経由(約40分)
＠- ○- ＠- ＠- ０- ＠ 舎 ＠- ＠- ＠-

曝 歌 碑

こ切くの はっ4

隠 國 乃 泊 瀬

膠 句　碑

春の夜や

・

昌
男
レ

鮒fU ｙ:1 ……7]'こy覗 曲●

０ 総 受 付

－7
1屁
畷

総受付は参拝者の休憩所として使われ、山

内の火事除けのため、「秋葉権現」をお祀り

する。総受付の脇には、通称石観音様が祀

られている。

１６５ 号線

ｅΣ ↑`　 ‾ｒ ．` _　ｗｘｌｌｉｉ

長谷寺の総門で､三間一戸入母屋造本瓦葺の

楼門である。両脇には仁王像､楼上に釈迦三尊

十六羅漢像を安置する｡現在の建物は明治二

十二年(1889)の再建。

｢長谷寺｣ 額字は､後陽成天皇の御宸筆。



L｣料

七以上500 円／小学生250 円｢BO

名以上｣大人450 円／

抑高生350 円／小学生200 円

易(70台)

雪通車500 円／バス2000 円

玉 髪 神 社

人 知 ら ず 〉 ］

こてるつきは みちかけしけり ひとのつねなき

Ｊ
丹 照 月 者 盈 艮 為 焉 人 之 常 無

０ 大 黒 堂(

結縁財宝の大黒天)

大和七福神八宝霊場の一所。

尊像は弘法大師の御作と伝わる。

商売を繁盛させ、財宝を人々に授け、台所を

守護し食物を満たすご利益がある。

大黒天の縁日（甲子）に祈願法要を行って

いる。

Ｏ 開 山 堂

かいさんどう

長谷寺 開山、徳 道上 人を祀る。併せて

西国三十三所各霊場の御本尊様をお祀り

している。毎月二日、徳道上人回向の法要を

行っている。

Ｏ

弘 法 大 師 御 影 堂

こうぽうだいしみえどう

宗祖 弘法大師1150 年御遠忌を記念して､昭

和五十九年（1984）総檜で建立された｡大師

の両側には､ 細密な版画「長谷寺版両界曼荼

羅」が祀られている｡毎月二十一日、弘法大師

御影供の法要を行っている。

０ 本 長 谷寺

もとはせでら

天武天皇の勅 願により、

道明上 人がここに精舎

を造営したことから、本

長谷寺と呼ばれている。

朱鳥元年（686 ）、 道明

上 人は天武天皇の御病

気平癒のためF銅板法華説相図(千仏多宝仏

塔)』を鋳造し､本尊としてお祀りされた。

＠ 五 重 塔

昭和二十九年､ 戦後日本

に初めて建てられた五

重塔で､｢ 昭和の名塔｣と

呼ばれている｡純和様式

の整った形の塔で､塔身

の丹色と相輪の金色､軽映な檜皮葺屋根の褐

色は､背景とよく調和し､光彩を放っている。

＠ 本　 坊

＠ 納 骨 堂

地蔵菩薩を本尊に有縁（

御霊を祀り永代の御供と

を行うお堂。お預かりし

御遺骨､ 建 立なされたi

位 牌を安置し､ 毎 月月剰

御回向の法要を行っていg

ｅ 陀羅尼堂

だらにどう

長谷寺の塔頭寺院。｣|{堂(興教大師堂)､ 礼i(

陀羅尼堂)を併せ菩提院と称する。

毎月五日には専誉僧正回向、十二日には興孝

大師回向の法要を行っている。

陛盾 月地i

Ｗ

事 相・教相 の根 本道場であるﾘ

講 堂や書院などがある。寛文七f(1667)

徳 川 将軍の寄進で建:砿

れたが 、明 治四十四年(1911 パ

上 。現 在の 堂 宇 は大 正 十 三f(1924)

に再 建された。総檜造り6

大 殿堂で､ 平 成二十 六年 十二丿

十日重要文化財に登録された。

兵虚子〉　］

一念　三千寺

貫之〉　 ］

㎞らずふるさとは

花ぞ昔の 呑ににほひける

林一茶〉　 ｊ

「の部也　 梅の花

と晨 竺 剱 笑 ）］

,は いろづ きぬ しぐれのあめは ふりにけらしも

色附 奴 鐘 檀 乃 雨 者 零 示 家 良 思 母

尾芭蕉〉　］

もり人床し　堂のすみ

iｉ 造ったもので､ 百八問､ 三九九)

三廊に分かれている。下・巾廊はE(1889yllf

建 で、風雅な長 谷型灯

拓。
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ｊ

【日本最大級12 メートル13 センチ(ｎ に)】

ご本尊観音様の御足に触れて、｢ご縁｣を結べます。

臨 本 尊 大 観 音 尊 像

2019年3月1日(金卜6 月30 日(日)

【場　 所】本堂（観音堂）

【特別拝観料】1,000円（入山料別途）

【 入山料】中学生以上/500円　小学生/250円

3月 ～ ／9 時30 分 ～16 時4

月 ～ ／9 時 ～16 時

※行事等により時間変更あリ

西川ﾐ十三所第八番札所
真言宗豊山派

総 本 山 長 谷 寺

〒633-0112奈良県桜井市初瀬731-11E!|.0744-47-7001

http://ｗｗｗ.ha5ederａ.０｢･jp/

本尊十一面観世音菩薩立像(国指定重要文化財)
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(お 出かけは公共交遭機関をご 利用ください)

ぱたんまつリ開催期間中lj臨時バスが運行されます(途中無停乖

運行日:2819 年l月27 日(土)～5月６日(月･休)の期間毎日1

長谷寺駅⇔長 谷寺 門前】

く運行萄刻)

長谷寺駅 発／9 時～14 時: 毎時30 分発【12 時台を除く】

長谷寺門 前発／10 時～15 時: 毎時0 分発(13 時を除く)

くIW董●ｉ間) 約20 分　　 く遷賃)大人440 円･ 小児220 円

【長谷寺 門前⇔ 亨１=寺】

く運;ilS刻)

長谷寺門前発／10 時～15 時: 毎時0 分･30 分発

室生寺発／10 時～15 時:毎 時〔〕分･30 分発

くy胃葺●可間) 約45 分　　 く運賃)大人830 円･ 小児皿0 円

(詳 しくは｢ 奈良交通お客様サービ スセンター| まで

IEL.0742-20-3100{ ８時30 分～19 略 年中輿休}

総 本 山 長 谷 寺

ＴＥＬ(0744)47-7001

〒633-{1112 奈 良 県 桜 井 市 初 瀬731-I

長谷寺･門 前町の情報はインターネットでも

お問合せいた だけ ます。

¶晋艮 長谷寺　　　　　　　|｢iiiQ

｜初潮旅館組合　　　　　　　|｢ 雨Qlij

凛観jtｓii　　　　　　　lriii Ｑ

ｔ

徊ai 紅 諧

人 人･ 中 高 生500 円　 小 学 生250 円

皿j

7 時 ～17 時[4 月20 日( 土) ～5 月12 日([1]]

目 通 常 の 人11111徊1 ／3 月3111 まで:9 峙 ～17 時

4 川か ら:8 時30 分 ～17111

ぼ た ん の 開 花 状 況 は 気 候 等 に よ り変 化 す るこ とが あ りま す。

お 出 か け の 際 は､ 各 駅 に 掲 出 の｢ 花 だ よ リ｣ ポ ス タ ー 、

イ ン タ ー ネ ッ ト等 で 必 ず ご 確 認 く だ さ い 。

長谷寺境内ではカメラの三 脚類は一切持込 禁止となっております、
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